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平成２４年度第１回医学部看護研究倫理委員会議事要旨 

 

 

日 時  平成２４年４月９日（月曜日） １６時１３分～１７時５４分 

場 所  看護学科棟１階 学科長室 

出席者  内田 宏美 委員長、足立 経一 委員、原 祥子 委員、 

八塔 累子 委員、日原 千恵 委員、太田 明 委員、 

飯塚 雄一 委員 及び 加藤 博康 委員    （８名全員出席） 

委員以外の出席者 研究申請者（大学院医学系研究科看護学専攻 学生 

竹本 和代、多々納 憂子、三原 美津江、加納 さえ子 

及び 藤田 麻理子）               （５名） 

 

本委員会は、本学医学部看護研究倫理委員会規則第５条第１項の定めるとこ 

ろにより成立したものである。（定足数６名以上の委員の出席 かつ ５号委員 

又は６号委員の出席 の要件具備。） 

 

 

議 事 

 

１．委員長 及び 副委員長 の選出について              ・・・・・資料１ 

 先ず、委員の互選により、内田 宏美 委員を委員長として選出した。 

 次に、内田 宏美 委員長 から 「規則第４条第２項に定める、委員長に事

故あるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する、『副委員

長』の職務を、足立 経一 委員にお願いしたい。」旨の提案がなされ、了承され

た。 

 そして、審査に入る前に、委員全員が一人ずつ自己紹介をし、併せて委員会の

審査体制等の確認が行われた。 

 

 

２．看護研究申請書の倫理審査について 

１）課題名：血液・腫瘍疾患で入院治療を経験した患児の闘病意欲を支えたもの 

  ・・・・・資料２             

 資料２のとおり大学院医学系研究科看護学専攻学生 竹本 和代 氏より申請

があった、上記看護研究倫理審査申請について、当該申請者から研究の概要等に

ついての説明の後、各委員から同人に対しての質疑応答が行われた。 

審議の結果、委員会が指摘した微細な修正事項について、委員長が訂正等を確

認後、承認することとした。 

 

２）課題名：卒後５年目における看護職のライフスタイルの選択と職業的アイデ 
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ンティティおよびジェンダー意識との関連       ・・・・・資料３ 

 資料３のとおり大学院医学系研究科看護学専攻 学生 多々納 憂子 氏より

申請があった、上記看護研究倫理審査申請について、当該申請者から研究の概要

等についての説明の後、各委員から同人に対しての質疑応答が行われた。 

審議の結果、委員会が指摘した微細な修正事項について、委員長が訂正等を確

認後、承認することとした。 

 

３）課題名：初期キャリア看護師の職業キャリア成熟度と影響要因・・資料４ 

資料４のとおり大学院医学系研究科看護学専攻 学生 加納 さえ子 氏より

申請があった、上記看護研究倫理審査申請について、当該申請者から研究の概要

等についての説明の後、各委員から同人に対しての質疑応答が行われた。 

内田委員長の指導する院生からの申請であったため、内田を除いた委員で審議

の結果、委員会が指摘した微細な修正事項について、足立副委員長が訂正等を確

認後、承認することとした。 

 

４）課題名：企業に雇用されている産業看護職の健康情報の取扱いに伴うジレ 

ンマ                    ・・・・・資料５ 

資料５のとおり大学院医学系研究科看護学専攻 学生 藤田 麻理子 氏より

申請があった、上記看護研究倫理審査申請について、当該申請者から研究の概要

等についての説明の後、各委員から同人に対しての質疑応答が行われた。 

内田委員長の指導する院生からの申請であったため、内田を除いた委員で審議

の結果、委員会が指摘した微細な修正事項について、足立副委員長が訂正等を確

認後、承認することとした。 

 

５）課題名：インシデント報告に対する医療職の個人認識と影響要因・・資料６ 

資料６のとおり大学院医学系研究科看護学専攻 学生 三原 美津江 氏より

申請があった、上記看護研究倫理審査申請について、当該申請者から研究の概要

等についての説明の後、各委員から同人に対しての質疑応答が行われた。 

内田委員長の指導する院生からの申請であったため、内田を除いた委員で審議

の結果、委員会が指摘した微細な修正事項について、足立副委員長が訂正等を確

認後、承認することとした。 

 

 

３．報告事項 

 

平成２４年３月１３日開催の医学部看護研究倫理委員会の審議案件について 

内田 宏美 委員長より、前回の委員会で審議した案件、 
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1) 申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生  嘉藤 育子 

課題名：認知症高齢者の転倒の危険性に対する看護師の判断 

2) 申請者：大学院医学系研究科看護学専攻 学生  玉川 優芽 

 課題名：笑いマッサージによるストレス反応への影響 

3) 申請者：看護学科基礎看護学講座 准教授    津本 優子 

課題名：基礎看護学で学生が模擬患者を演じたフィジカルアセスメント技術 

演習の学び 

4)  申請者：看護学科臨床看護学講座 教授     三瓶 まり 

課題名：冷え性改善のための足浴および手首・足首の保温による温熱効果に 

関する研究あう 

の４件の『看護研究申請書』につき、何れも「審査結果：平成２４年３月１３日

承認」で、それぞれの申請者宛てに「審査結果通知書」を送付した旨報告された。 

併せて、当該議事要旨を確認し、了承された。 

 

 

４．その他 

 

 次回の開催日時について 

 

年間予定表のとおり、第２月曜日の、平成２４年５月１４日（月曜日）１６時

１５分からとした。 

 

 

 

以上  


